
本年度から「ひょうごプレミアム
芸術デー」を設け、県立芸術文化
施設の無料開放や特別イベント
を行います。ぜひ、芸術文化に親
しんでください。（県芸術文化課）

旬トピ！

スタンプラリーも実施！

9 赤穂緞通の伝統柄をタオルに表現しました

手織りの敷物、赤穂緞通は日本三
緞通の一つに数えられる県の伝統
的工芸品です。もっと多くの人に知
ってもらいたいと、代表的な伝統柄
をプリントしたタオルを作りまし
た。普段は赤穂市福浦地区の耕作
放棄田で赤穂緞通の原料になる綿
花を栽培する傍ら、綿の開花に合
わせてまちおこしイベントを開催
しているのですが、昨年はコロナ禍
のため断念。人が集まらなくても赤
穂の魅力をPRできるものとして企

画しました。柄は「利剣」「蟹牡丹」
「御寮」など全部で８種類あり、誰
もが持ち歩きやすいようシックな
色合いに仕上げています。ポリエ
ステル100％のマイクロファイバー
製なので吸水性や速乾性に優れ、
山登りやジョギングなど屋外での
活動にぴったり。水を含ませて首
に巻くとひんやりと気持ち良く、夏
は特にお薦めです。
（福浦ふっくらcottonボランティア
代表 奥道一二美さん） ●090-7357-1864

福浦ふっくらcottonボランティア

1枚１,000円。赤穂観光協会や桃井
ミュージアム、坂越まち並み館など
で購入できます。

赤穂緞通タオル
２枚セットを

５人にプレゼント

応募方法は7面へ
（柄は選べません）

お土産としても
好評です♪

8 ひょうごプレミアム
芸術デーができました

丹波篠山市の県立篠山鳳鳴高校インターア
クト部がコロナ禍を機に地元を盛り上げた
いと作成した観光動画が、今年２月、観光甲
子園2021の日本遺産部門でグランプリを
獲得。部長の塩尻達平さんに活動内容など
を聞きました。（インタビュー 本紙編集部）

7 高校生目線で魅力を発信した動画が
グランプリを獲得

県立ミュージアム・スタンプラリー
●県社会教育課 ●078-362-9434 ●078-362-3927

7月12日㊋～12月30日㊎、県立美術館・博物館※5カ
所のスタンプを集めると、各施設で使える招待券を
プレゼント。さらに抽選で豪華賞品が当たります。

Q.部活の活動内容は。
地域の子どもたちの学習支援や募金活
動、国際交流などに取り組んでいます。
最近はコロナ禍の影響でそうした活動
ができなかったので、顧問の勧めで観
光甲子園に参加することに。動画の撮影
や編集は全員が初めてでしたが、デカン
ショ祭が中止になるなど地域に活気が
なくなっていたので、動画を機に丹波篠
山がもっと元気になればという思いで取
り組みました。
Q.観光動画で工夫した点は。
20代～40代の家族連れをターゲット
に、日帰り旅で楽しめる地域の魅力を紹
介しています。取材時に感じた丹波篠山
の魅力をデカンショ節の歌詞にして、本
校の篠山鳳鳴デカンショバンドに演奏し
てもらいました。それをBGMに、歌詞に
合わせた動画を展開しています。

Q.今後の活動は。
県内の旅行会社からの依頼で、市内を巡
る観光ツアーを企画し、当日は部員たち
がガイドするという話の具体化に動いて
いるところです。地域活性化につながる
ので、実現する日が楽しみです。

県立篠山鳳鳴高校インターアクト部  部員数 17人 ●079-552-0047 ●079-552-0653

動画制作に携わった２・３年生の部員たち。
一番左が塩尻さん。 期  間

7月12日㊋～18日㊊㊗

無料開放施設

県立美術館／横尾忠則現代美術館
／県立人と自然の博物館／県立考古
博物館／古代鏡展示館／県立円山川
公苑美術館／兵庫陶芸美術館

主な特別イベント

「演劇公演の舞台裏を見てみよう！～
舞台制作の流れと舞台技術を体験～」

観光甲子園の
作品はこちら
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ひょうごプレミアム芸術デー
県芸術文化課 ●078-362-3146 ●078-362-4260

●7月12日㊋  ●ピッコロシアター

兵庫陶芸美術館兵庫陶芸美術館

県立美術館県立美術館

県立考古博物館県立考古博物館

※休館日はホームページ等で確認してください

※上記無料開放施設に加え、県立図書館、県立コウノトリの郷公園、
　県立兵庫津ミュージアム、但馬牛博物館も対象

だんつう かにぼたん

ごりょう

りけん

※事前申し込みが必要です。
　詳しくはピッコロシアターホームページへ

オリンピックでもずっと応援していたので、三浦璃来さんのインタビュー記事がうれしかったです。（三田市・安原さん）読者の声2022（令和4）年7月号HYOGO4


